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＜港湾＞

重要港湾 ２港

徳島小松島港

橘港

地方港湾 １０港

折野港、亀浦港、撫養港、

粟津港、今切港、中島港、

富岡港、日和佐港、浅川港、

那佐港

計 １２港

讃岐阿波沿岸

１. 徳島県の港湾について

※港湾脱炭素化推進計画の
対象港湾として、国より
重要港湾が示されている。

本協議会
対象港湾
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重要港湾

地方港湾
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２．橘港の主な地区

大潟地区
おおがた答島地区

こたじま

幸野地区
こうの

東仲浜地区
ひがしなかはま

西浜地区
にしはま

中浦地区
なかうら

幸田地区
こうだ

袴傍示地区
はかまぼうじ

小勝・後戸地区
こかつ うしろど

Google Earthより



３. 橘港の利用状況について

(１) 取扱貨物量の状況
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主要品目：石炭、金属鉱、窯業品等

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

橘港 取扱取扱貨物量 (単位：千トン)

移入

移出

輸入

輸出

『港湾取扱貨物量の動向』 単位：千トン
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橘港 9,801 9,719 9,551 8,886 8,734 9,183 8,322 9,884 7,519 8,587



３. 橘港の利用状況について
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非金属鉱物

2%

鉱産品（その他）

84%

金属機械工業品

3%
化学工業品

11%

取扱貨物量の内訳（R4）

8,587

千トン

『橘港取扱貨物の内訳』

〇石炭、砂利・砂、石灰石などの鉱産品が８割以上を占めている。



３. 橘港の利用状況について

移出入港の内訳
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苅田

15%

宇部

14%

北九州

11%

堺泉北

7%
大分

6%

東播磨

5%

須崎

4%

その他

38%

移入等港の内訳（２０２２年）移出等港の内訳（２０２２年）

移出等 ①苅田港（福岡県） ：セメント
②宇部港（山口県） ：非金属鉱物、セメント
③北九州港（福岡県）：セメント、鉄鋼

移入等 ①横浜港（神奈川県）：重油、石炭
②須崎港（高知県） ：石灰石
③四日市港（三重県）：重油

横浜

14%

須崎

11%

四日市

10%

北九州

7%岩国

6%
水島

5%

県内諸港

11%

その他

36%



３. 橘港の利用状況について

輸出入等の相手国の内訳
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輸出等 ①マレーシア ：砂利・砂、鉄鋼
②韓国 ：鉄鋼、セメント

輸入等 ①オーストラリア ：金属鉱、石炭
②インドネシア ：石炭
③カナダ ：石炭

マレーシア

66%

韓国

34%

オーストラリア

50%

インドネシア

32%

カナダ

10%

南アフリカ

4%

ロシア

2%

ガボン

1%
韓国

1%

輸出等港の内訳（２０２２年） 輸入等港の内訳（２０２２年）
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３．橘港の利用状況について

大潟地区
おおがた答島地区

こたじま

幸野地区
こうの

東仲浜地区
ひがしなかはま

西浜地区
にしはま

中浦地区
なかうら

幸田地区
こうだ

袴傍示地区
はかまぼうじ

小勝・後戸地区
こかつ うしろど

Google Earthより

貨物船
（石灰石）

答島港旅客船
伊島へ

南アフリカ、
オーストラリア等

貨物船（石炭）

小勝・後戸地区

貨物船
（砂利、砂）

インドネシア、
オーストラリア等

幸野地区

貨物船
（マンガン鉱）

貨物船
（石炭）

貨物船（マンガン鉱）

西浜地区

貨物船（砂利、砂）
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